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月（卯月）「世界図書・著作権の日」

わくわくどきどきの新学期が始まりましたね。お元

気ですか。学校図書館では、新入生に図書館の利用

案内をする月でもあります。1995年に国連教育科

学文化機関（UNESCO）は、世代や文化を越える架

け橋としての本の力を称えて、「世界図書・著作権の

日」（World Book and Copyright Day）をセル

ヴァンテスやシェイクスピアら著名作家の命日4月

23日に因んで制定しました。日本では、2001年に「子

ども読書の日」がこの日に制定されています。

 そこで、まず子ども読書を代

表して今回はおなじみの『お

さるのジョージ」』（Curious 

George）誕生秘話『戦争をく

ぐりぬけたおさるのジョージ』

を紹介します。この絵本は、中

1の英語多読の時間に毎年紹

介しています。「この作家は、ど

この国の人ですか」と「第二次

世界大戦中、作家がパリから脱出しなければならなか

ったのはなぜですか」と生徒に問いかけます。身近なお

さるのジョージの奇跡的な誕生に驚かされるとともに

一層歴史的な背景を知ることで読書が味わい深いも

のになります。

  次は、命日とされる英国作家

シェイクスピアに関する入門書

『14歳のためのシェイクスピア』

です。彼の誕生は1564年（ヒト

ゴロシ）、没年は1616年（イロ

イロ）です。ちょうど日本では徳

川家康と同世代になります。こ

の時代は英国も大航海時代や

宗教改革、ルネッサンスと中世から近代に変わる激動

期でこの先何が起きるか予測不能な時代であり、著者

は現在と重なる同時代性があり、解答ではなく、問い

を投げかけてくる彼の広大な作品群に今こそ学ぶこ

とがあると語ります。難解だと敬遠されがちですが、

戯曲なので声に出して読むと身体を通して理解できる

ことがあると勧めています。

それでは、彼の代表作『新

訳 ハムレット 増補改訂版』

を声に出して読んでみましょ

う。父親の国王を殺された

デンマーク王子ハムレットの

復讐劇なのですが、彼は理

性と激情の狭間で悩み苦し

みます。名セリフ‘To be, or 

not to be, that is the question’の日本語訳は、今ま

でなんと50通りもあるそうです。今回は原文のリ

ズム韻律を尊重し、ライム（押韻）を全て訳出した

河合訳です。狂言師の野村萬斎も演出家として大

きく関わっている訳となっています。

言葉のシャワーを浴びた後は、「著作権の日」にちな

んで、『ゼロからの著作権』です。著作権とは、「著作物

が他人によって無断で利用

されない独占的な権利」で

す。基本的なルールを中高

生は、課題や私的SNS利用

等でしっかり習得しておき

ましょう。身近な具体例も

沢山出てきます。調べ学習

やレポート、自由研究など

探究学習での創作物では、引用部分、表やグラフ、画像

の出典元を明確にしておくことが大切です。

根本に著作物への敬意があります。

ルイーズ・ボーデン・文
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福本友美子・訳、岩波書店

シェイクスピア・著
河合祥一郎・訳
KADOKAWA（角川文庫）

木村龍之介・著
大和書房

宮武久佳・著
岩波書店
（岩波ジュニア新書）

※「今月のブックトーク」「図書館のこよみ」は、全国学校図書館協議会Webサイトに掲載しています。QRコードより、PDFもご活用ください。
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刷・製本会社はみつかりませんでした。そこで、ベネ

デュースは休暇で訪れた日本で、面識のあった出版

人に仮製本したスケッチ（ダミー）を見せました。その

一人であった今村廣（当時の偕成社専務。のちの二代目

社長）が、日本の製本会社を紹介し、出版が実現する

ことになったのです。『はらぺこあおむし』の原書

“The Very Hungry Caterpillar”の初版には、

Printed in Japanと印刷されています。

　その後、多くのロングセラー絵本を生み出した

カールですが、そのあざやかな色づかいやサービス

精神旺盛なアイディアはどこからくるのでしょうか。｠

　カールは1929年に生まれ、６歳までアメリカで育

ちました。光あふれる幼稚園で自由に絵を描き、先

生にほめられたことを覚えているといいます。その

後、両親の故郷ドイツに引っ越し、多くの親族とくら

します。自然とのつきあい方を教えてくれた父、祖

父母やにぎやかなおばたち、日曜画家だったおじな

ど、愛情深い大人たちがエリック少年を育みました。

　一方、入学した小学校は、暗くかたくるしいところ

でした。アメリカでののびのびした生活から一変、厳

しい規律をたたきこまれ、体罰まで経験します。

　さらに、ナチスが支配するドイツでは、芸術にふ

れる自由も制限されていました。そんななか、カー

ルの才能を見込んで、ナチスに禁じられていたドイ

ツ表現主義やピカソ、クレーなどの絵をこっそり見

せてくれた美術教師もいました。

とはいえ、その後の戦争体験は彼の心に影を落

とします。

　カールは大人になってアメリカに戻り、40歳近く

なって絵本作りに出会ったとき、自分のなかに押し

込められていた「子ども」が解き放たれたように感じ

たと述べています。大胆な構図や色への憧れも、ド

イツ時代の体験と無関係ではないでしょう。　

カールは小学校時代の経験から、自身の絵本が「家

庭という安心できる場所から学校という秩序の世界

へ入っていく子どもたちにとって架け橋となる『さ

わって感じる本、読めるおもちゃ』であってほしい」と

語っています。そして、作品にできるだけ多くの要素

を取り入れ、多様な一人一人の興味にこたえたいと

述べています。

　こうした思いで作られたカール作品のほとんどは、

子どもの成長に欠かせない普遍的なテーマを扱って

います。昆虫や動物、天体、命の循環といった自然の

営み、親子の愛情や友だち関係、芸術への思いなど、

文化や言語をこえて共感を呼ぶ題材で物語を紡い

でいるのです。そこには常に、子どもたちの感性や探

求心を信じる姿勢があるように思われます。

４月25日から、東京都現代美術館で「エリック・

カール展　はじまりは、はらぺこあおむし」が開催さ

れます。本展覧会では、『はらぺこあおむし』をはじ

めとする絵本の貴重な原画に加え、ダミーブックや

コラージュに用いられた素材など約180点が展示

される予定です。原画を鑑賞しながら絵本をひらく

ことで、エリック・カールの作品世界をより立体的に

楽しめるのではないかと思います。




